
食と農を結ぶSEICA［青果ネットカタログ］
－生産情報活用による農産物ユビキタス・マーケティング技術の開発－

特許番号：No.3355366号加工・流通 SEICA http://seica.info

SEICAは、生産者や栽培方法等の情報をホームページに登録し、全国の流通業者や実需者、消費者
に情報を広く提供するシステムです。誰もが利用できる公的サイトで、登録も閲覧も無料です。

SEICAを活用することで、農産物の生産情報を単なる消費者への情報開示だけでなく、販路拡大、ブラ
ンド化、流通改善等のマーケティングに活かせる技術を開発しています。

・情報をどのように見せるか？
・現場ではどの情報が必要か？
どうや 流通に乗せるか

■■ SEICAを活用した産地での取り組み事例

■ダンボールへの印刷■いろいろなラベル

情報インフラとしてSEICA技術

・どうやって流通に乗せるか？
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SEICAに登録することで、生産情報の開示だけでなく、様々なアプリケーションとの連携が可能となります。■■

11 外食店舗での原産地表示外食店舗での原産地表示
ややPOPPOP、メニュー表作成、メニュー表作成

22 給食への活用給食への活用
食育と地産地消への取り組み食育と地産地消への取り組み

【SEICAのトップページ（htt://seica.info）】

情報 ラ 技術
の新たな活用の検討

※産地での取り組み事例の一部です

食材の産地紹介ＰＯＰ、地元食材を使ったメニュー、パソコンを 給食献立や献立に使われる青果物の食材情報にSEICAを利用

お米の「情報提供システム」との連動お米の「情報提供システム」との連動

http://www.itoyokado.jp/food/fair/20107/-/fairCode/atataka

33 SEICASEICAの民間システムとの相互利用の民間システムとの相互利用 44
イトーヨーカドー「あたたか米」での試験運用事例りれき見る.com （http://www.rireki-miru.com/）の事例

農場物語＋

食材の産地紹介ＰＯＰ、地元食材を使ったメニュ 、パソコンを
使った産地紹介などＳＥＩＣＡを活用することで、産地情報が簡単
に利用できるようになります。（実証試験中）

給食献立や献立に使われる青果物の食材情報にSEICAを利用
することで、食育や地産地消などへの活用が期待できます。
（実証試験中）

インターネットで情報公開

農産物（野菜・果実・米・茶など）の生産物、
生産者、出荷者の情報（文字、画草）をイン
ターネットでカタログ的に紹介

イーサポートリンク㈱が開発した、農産物の
生産・出荷を総合的に管理するシステム。
JGAP（日本版適正農業規範）の認証にも対応

SEICAは外部システムとデータ交信ができるWebサービスのイ

ンターフェースを有しています。これにより各システムの独自性を
活かしながら デ タの相互利用が可能になります

（財）日本穀物検定協会のお米の「情報提供システム」と連携す
ることで 生産履歴 食味 品質の情報を一元的に提供すること

〒305-8642 茨城県つくば市観音台2-1-12

代表研究者： 杉山純一
所 属： 食品工学研究領域

計測情報工学ユニット
問合わせ先： 029-838-8047    sugiyama＠affrc.go.jp                

農研機構

食品総合研究所

活かしながら、データの相互利用が可能になります。
※民間システムの利用は有料の場合があります。

ることで、生産履歴、食味、品質の情報を 元的に提供すること
が可能になります。（実証試験中）


